
マッサワの戦い　1977年11月にEPLFは重要なアスマラ―マッサワ道路を切断

し、ひと月後の12月22日にマッサワに攻撃をしかけた。マッサワの4分の3が

EPLFの手に落ちたが、ソビエト軍の軍艦と（エチオピア軍に）ソビエトから

供給された戦闘機からの野蛮な砲撃・爆撃によって完全な解放が阻まれた。





ドンゴロ、ギンダ、ネファシッ

ト、マイハバーを解放した後に、

「アスマラまで16キロメートル」

を示す標石を超えて前進するEPLF

の戦士たち。



エリトリア人民は長いマーチの終わり近くにきていた。





1978年半ば、エリトリアの人々の苦しみがすぐに終わるようにとの希望は、突然打ち砕かれた。ソビエトの巨大な軍事介

入が、崖っぷちに追い込まれていた独裁的な政権を救い、軍事バランスを逆転させた。エチオピア―ソビエトの軍事力に

対抗するのはほとんど自殺行為だった。EPLFは、戦略的撤退を決定した。

多くの殉死者の犠牲の上に解放された町々から撤退し、（国の多くの場所で）新しい開かれた民主的な社会の基礎を築く

試みを保留にすることは、実に苦い経験であった。しかし、多くの人にとって、これですら十分ではなかった。彼らは、

圧倒的な不均衡に直面しながら戦い続けるのは“無意味で無責任”だと主張して、武装闘争の完全な放棄を勧めた。

しかし、EPLFは、ソビエトの戦車が巻き上げた砂塵の向こう側を見ることができた。現在のEPLFの書記局長であるイサイ

アス・アフェウォルキは1978年7月にこう言っている、「軍隊の大きさと兵器の量と質に目がくらみ、デルグ政権はゆるぎ

ないものに見えるかもしれないし、いくつかの勝利もつかむかもしれない。しかし、短期的な摩耗の後には、潮流は我々

の側につく。結果を決定するのは、エリトリア人民の決意でありその不屈のレジスタンスである」。続く歳月は、EPLFが

正しかったことを証明するものだった。

戦略的撤退





ソビエトの兵器、部隊、軍事顧問団―小さな国の自決権に対抗する超大国の資源

Russian and Ethiopian officers refreshing - leaders of "Wikaw Eze" Algena HQ 1983. 
Photo found after the fall of HQ in 1988 to the hand of EPLF. [T] 

休憩中のロシア人将校、エチオピア人将校。1983年アルゲナ本部、"Wikaw Eze"の指導者達。

1988年にアルゲナ本部がEPLFの手に墜ちた後に発見された写真。



"Everything to War Front"  A show of force in Meskel square Addis Abeba, Ethiopia in 1977 to crach EPLF.[T]

"全てを前線へ" 1977年アディスアベバのメスケル広場で行われた対EPLFのエチオピア軍軍事パレード



都市からの撤退。多くの人々がEPLFとともに安全な地域へと移動

した。人々は一度自由の味を味わったために、デルグ政権の圧政

に耐えることができなかった。


